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色では遠心性神連銀経が染色された。ラセン神経廓のpChAT陽性細胞は主に小型細胞

に属した。輯牛神経棟の除去実験では、除去側のcChAT.陰性染色は消失したが、

pChAT障性神経線維按より明瞭に観察された。

【考察l

ラットのヲセン神鹿部と蝿牛軸においてpChAT陰性神経細胞と神経線経を兄いだし

た。 cChATやAChE姓神経線紐のみにみられ、ラセン神経節の神施細胞では観めら

ず、 pChAT防性の神経細胞や神経線経の分布とは異なった分布を示した。達心性神

線経と考えられるccはTは親牛神鹿核の外科切除で消失し、これは従来の知見を支持

するものであった。ヲセン神経節のpChAT敵性神経細胞は小型であった。蝿牛神憲核

の外科切除でpChATの染色がより明瞭になったこと臥　ヲセン:神轟節で作られた

pChATダンパクがラセン神経節から婦牛神操棟へ輸送されていることを示唆するもの

と希えた。

ラセン神経節の小型の神施細胞は外有毛細胞(outer hair cell ^OHC)が感受した情

報を蝿牛神魚横に伝え、 ORC丑型細胞と呼ばれている。今回テセン神経節における

pcfaAT陽性神経細胞は全細胞の9.磯を占めており、従来の報告のOHC甘型細胞の出現

頻度5-10%と矛盾しない。小型である・ことと併せてヲセン神経帝のpChAT陰性神趣は

ncⅡ型細胞であることが推察'され、 pChATがOHC甘型細胞の良好なマーカーとなると

考えられた?
外有毒細胞の感賞神経支配は内有毛細胞のそれと比敬して非常に疎であり、聴覚

情報の伝達においては内有毛細胞の括動が主であるため、これまであまり検討がな

されてこなかった。外有毛細胞からの感覚情報は、大きな菅による痛みや細胞障事

を鯛[牛神経嫁に伝え、これに対応して達心性神盤がo配の運動性を制御する役割を

つことが推察されている。このような外有毛細胞から輸牛神経橡への求心略におい

てpChATが寅にアセチルコリンを合成しているか否かは未検封であるが、感覚神経髄

である脊薗壌根神経節での合成が報告されており、ラセン神経節でも同様にアセチ

ルコリンを合成していると推轟される。この点絃今後さらなる検肘が必要であると

考える。

【線輪】

ラット蛎牛におけるpChAT随性構造をcChATおよびAChEと比戟検射した。 cchA

およびAChE勝性構丑が神経線雑事こ限局してみられたのに対して、 pChAT勝性反応は

テセン神経筋の神経細胞と神経線経の一郎こ特異的に見られた。防性神経細胞は小

型で神経節の細胞の9.4別こみられ、これらからohcii型細胞であると推察された.蝿

中神綴嫁の除去実験から、ラットの嫡牛においてcChATは遠心性神換支配、 pChATは

求心性神経支配にかかわることが示唆された。
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蝿牛コルチ器における内有毛細胞および外有毛細胞は、聴覚の主たる感覚器官としてそめ興
奮を鍋牛神経核に送るが、内および外有毛細胞に対する求心性線維・達心性線経のサブタイプ
や役割については不明な点も多い。北首氏姓、コリン作動性神紅細胞のマーカーであるアセチ

ルコリン合成酵素(ChA叩こ注目し、中坤型ChA印加J)と末梢型chA榔ChATのスプ
ライシングバリアントで、 cChATの中央領域を欠く)に対する韓具的抗体を恥、、ラット嫡牛有
毒細胞の辞細な解析を行った。

その結果、以下の点を明らかにした.

1.ヲセン神経節神腫細胞の細胞体と、その軸索と萄えられるコルチ欝に分布する神綴線絶、

蝿牛軸の神経線練において.免疫組織化学的手法によってpChATの存在を明らかにした。
盟.有毛細胞や、中枢に細胞体をもつ神産細胞は、染色されなかった。

3.ヲセン神経節内のpChAT陽性神麓細胞は、小型のⅡ型細胞だと考えられた。

4.蝿牛神経按の除核実験から、 cChAT陰性細胞は遠心性、 pchAT陽性細胞は求心性だと考
えられた。

本論文は、外育毛坤胞の神経支配について新しい知見を阜えたものであり、最終紬として
観丈内容に鵬達した試問を受け合格したので、博士(医学)の学位抽文に催するものと欝めら
れた.,

(総字数5 5 4宰)

(平成26年1月　28日)
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